


　

平
成
29
年
8
月
に
起
工
し
た
本

庁
舎
が
完
成
し
、11
月
17
日
に
竣
工

式
を
行
い
、1
月
6
日
に
開
庁
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
庁
舎
は
、高
度
な
耐
震

性
・
防
火
性
お
よ
び
防
災
機
能
を
有

し
、行
政
機
能
に
加
え
、生
涯
学
習

機
能
な
ど
の
市
民
利
用
機
能
を
備

え
て
い
ま
す
。

　

特
徴
と
し
て
は
、四
方
正
面
の
考

え
方
の
も
と
、玄
関
が
東
西
南
北
の

4
カ
所
に
あ
り
、内
外
装
の
建
築
資

材
に
は
市
の
伝
統
的
工
芸
品
な
ど

を
使
用
し
、温
も
り
の
あ
る
空
間
づ

く
り
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　

行
政
機
能
と
し
て
整
備
し
た
東

棟
に
は
、窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
的
に
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化

に
伴
う
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
と
証
明
書
交
付
窓
口
を
合
わ
せ

た「
総
合
窓
口
」を
新
た
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、市
民
利
用
機
能
と
し

て
整
備
し
た
西
棟
に
は
、多
目
的

ホ
ー
ル（
ｅ
ホ
ー
ル
）や
和
室
、調
理

室
、カ
フ
ェ
、展
望
ラ
ウ
ン
ジ
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

「新しい市の顔」、新庁舎が完成

　

て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
広
場
や
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
成
る「
市
民

プ
ラ
ザ
た
け
ふ
」が
11
月
1
日
に
、

Ｊ
Ｒ
武
生
駅
前
の
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
武

生
3
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
広
場
は
、加
古
総

合
研
究
所
の
監
修
に
よ
り
整
備
し

た
屋
内
子
ど
も
広
場
で
、子
ど
も
た

ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
て「
さ
あ

ち
ゃ
ん
、ゆ
う
ち
ゃ
ん
の
お
へ
や
」

「
１
０
１
ち
ゃ
ん
の
お
へ
や
」「
ど
ん

ど
こ
ど
ん
の
お
へ
や
」が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、10
の
市

民
団
体
が
入
居
す
る
オ
ー
プ
ン

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、12
の
会
議
室
・

多
目
的
室
・
和
室
、自
由
に
利
用
で

き
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
備
え
、午
後
11
時
半
ま
で
利
用

可
能
で
す
。

　

3
階
に
続
き
、市
消
費
者
セ
ン

タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
た
け
ふ
が

入
居
す
る
４
階
も
本
年
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

市民プラザたけふ（３階）がオープン

　

平
成
29
年
8
月
に
再
整
備
し
た
武

生
中
央
公
園
は
、一
昨
年
の
利
用
者

が
約
1
0
6
万
人
、昨
年
は
約

1
3
7
万
人（
12
月
10
日
現
在
）と
、

観
光
客
入
込
数
で
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
26
日
に
は
、「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん

広
場
」の
監
修
者
で
、一
昨
年
5
月
2

日
に
亡
く
な
ら
れ
た
本
市
出
身
の
絵

本
作
家
か
こ
さ
と
し
氏
を
偲
ぶ
碑
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

秋
の
た
け
ふ
菊
人
形
は
、台
風
に

よ
り
3
日
間
休
園
し
た
も
の
の
、菊

人
形
の
展
示
を
無
料
化
し
、「
花
ひ
ら

く 

童
話
の
世
界 

〜
S
t
o
r
y 

o
f 

t
h
e 

P
r
i
n
c
e
s
s
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、会
場
全
体
に
愛
ら
し

い
菊
人
形
を
配
置
し
た
こ
と
が
好
評

で
、過
去
最
高
の
約
28
万
4
千
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
の
た
け
ふ
菊

人
形
公
演
は
40
周
年
を
迎
え
、華
麗

な
レ
ビ
ュ
ー
で
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、8
月
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
の「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
広
場
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
、年
間
を
通
し
た

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
り
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

大いに賑わう武生中央公園

　

令
和
5
年
春
の
北
陸
新
幹
線
の
開

業
に
よ
り
、市
の
新
た
な
玄
関
口
と

な
る
南
越
駅（
仮
称
）の
内
観
を
含
め

た
実
施
デ
ザ
イ
ン
が
、鉄
道
・
運
輸
機

構
か
ら
4
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
舎
内
に
は
、コ
ン
コ
ー
ス
中
央

の
天
井
部
分
と
１
階
お
よ
び
ホ
ー

ム
階
の
待
合
室
に
越
前
和
紙
を
使

用
す
る
と
と
も
に
、コ
ン
コ
ー
ス
の

柱
に
は
越
前
箪
笥
の
指
物
技
術
を

生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
配
置
す
る

こ
と
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

駅
に
併
設
さ
れ
る
道
の
駅
は
、令

和
4
年
度
中
の
開
業
に
向
け
、物
販

飲
食
等
の
運
営
と
設
計
業
務
を
委
託

す
る
事
業
者
の
公
募
を
行
い
、8
月

に
受
託
候
補
者
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

駅
周
辺
の
土
地
利
用
計
画
の
検

討
、周
回
道
路
の
整
備
な
ど
、開
業

に
向
け
て
着
々
と
準
備
・
整
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
全
区
間
で
行
わ
れ

て
い
る
土
木
工
事
で
は
、11
月
4

日
に
武
生
ト
ン
ネ
ル
が
西
谷
町
地

係
か
ら
中
平
吹
町
地
係
に
貫
通
し

ま
し
た
。

南越駅（仮称）の実施デザインが決定

新庁舎

南越駅（仮称）イメージパース（提供：鉄道・運輸機構） てんぐちゃん広場

だるまちゃん広場

昨年、越前市で
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9
月
25
日
に
公
表
さ
れ
た
県
工

業
統
計
調
査
で
、本
市
の
平
成
29
年

製
造
品
出
荷
額
等
が
約
6
1
3
9

億
円
と
、合
併
時
の
平
成
17
年

の
約
4
0
5
4
億
円
と
比
べ
て

1
5
0
％
以
上
も
増
加
し
、県
内
第

1
位
と
し
て
県
全
体
の
約
3
割
を

占
め
ま
し
た
。

　

伝
統
産
業
に
お
い
て
は
、8
月
に

「
|
E
C
H
I
Z
E
N
|
千
年
未
来

工
藝
祭
」を
開
催
し
、1
万
人
を
超

え
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
改
修
し
た
紙
の
文

化
博
物
館
で
は
、年
間
を
通
し
て
特

別
展
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、タ

ン
ス
町
通
り
を
越
前
箪
笥
の
産
地

全
体
の
展
示
場
と
位
置
付
け
、賑
わ

い
と
情
報
発
信
の
役
割
を
担
う
越

前
箪
笥
会
館
が
完
成
し
、10
月
27
日

の「
昭
和
の
花
嫁
行
列
」の
出
発
に

合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

増
設
工
事
中
の
タ
ケ
フ
ナ
イ
フ

ビ
レ
ッ
ジ
協
同
組
合
の
共
同
工
房

も
今
春
に
完
成
し
、市
工
芸
の
里
構

想
に
基
づ
く
産
地
振
興
の
拠
点
施

設
整
備
が
全
て
完
了
し
ま
す
。

共生のまちづくりを推進
　

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、3
月

に
市
地
域
福
祉
計
画
と
市
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
地
域
福
祉
計
画
は
、福
祉
分
野

の
全
て
の
個
別
計
画
の
上
位
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、「
と
も
に
生

き
る　

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」を
基

本
理
念
と
し
ま
し
た
。

　

多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て
は
、

保
育
園
や
地
区
公
民
館
な
ど
へ
多
言

語
翻
訳
機
を
配
置
し
た
ほ
か
、7
月

に
は
外
国
人
市
民
対
象
の
地
域
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
南
地
区
で
開
催
す
る
と

と
も
に
、11
月
に
は
市
ミ
ニ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
大
会

と
、市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
市
多

文
化
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
、日
本
人
市
民
と
外
国
人
市
民
の

交
流
や
相
互
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、外
国
人
市
民
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
会
を
開
催
し
、受

講
し
た
7
人
に
市
外
国
人
市
民
防

災
リ
ー
ダ
ー
認
定
証
を
交
付
し
ま

し
た
。

　

併
せ
て
、新
庁
舎
に
は
、市
多
文

化
共
生
総
合
相
談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

安
養
寺
町
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工

巣
塔
に
お
い
て
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ペ

ア（
た
か
ら
く
ん
、み
や
び
）の
卵
が

5
月
に
ふ
化
し
、県
内
で
55
年
ぶ
り

に
野
外
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
な
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

市
内
東
部
地
区
で
は
、昨
年
9
月

に
坂
口
地
区
で
放
鳥
し
た「
り
ゅ
う

く
ん
」が
5
月
か
ら
7
月
に
か
け
て

長
期
滞
在
す
る
な
ど
、コ
ウ
ノ
ト
リ

の
生
息
地
域
が
市
内
全
域
に
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、野
外
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
定

着
を
目
指
し
た
活
動
を
県
内
全
域

に
広
げ
る
た
め
、10
月
14
日
に
白
山

小
学
校
で「
2
0
1
9
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
舞
う
里
づ
く
り
大
作
戦
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

大
作
戦
で
は
、兵
庫
県
豊
岡
市
の

中
貝
市
長
の
基
調
講
演
に
続
き
、県

内
外
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル

に
自
然
再
生
等
に
取
り
組
む
団
体

に
よ
る
活
動
紹
介
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、今
後
県
内
で
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
定
着
を
進
め
る
に
当
た
り
、各
団

体
な
ど
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て

い
く
こ
と
を「
共
同
宣
言
」と
し
て

確
認
し
ま
し
た
。

県内55年ぶり
野外コウノトリのひな誕生

　

関
西
電
力
美
浜
発
電
所
で
の
災

害
を
想
定
し
た
県
原
子
力
総
合
防

災
訓
練
が
8
月
30
日
・
31
日
に
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に

位
置
す
る
本
市
も
初
め
て
参
加
し
、

市
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
と
住

民
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
ら
市
と
坂
井
市
へ
の
避
難

が
県
広
域
避
難
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
5
地
区
を
中
心
に
市

内
全
17
地
区
よ
り
、防
災
士
も
含
め

て
1
3
1
人
の
市
民
が
ヨ
ウ
素
剤

の
配
布
や
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
訓

練
を
行
っ
た
後
、実
際
に
避
難
す
る

こ
と
と
な
る
両
市
の
広
域
避
難
先

ま
で
バ
ス
や
自
家
用
車
に
よ
る
避

難
を
行
い
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、防
災
行
政
無
線
や
緊
急

連
絡
メ
ー
ル
等
で
の
避
難
情
報
の

発
令
に
よ
り
、1
1
8
1

人
の
市
民
が
自
宅
な
ど

建
物
の
中
に
避
難
す
る

屋
内
退
避
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

訓
練
後
は
庁
内
の
検

証
会
議
を
開
催
し
、課
題

を
整
理
し
た
上
で
、県
や

原
子
力
事
業
者
に
対
応

を
要
望
し
ま
し
た
。

県原子力
総合防災訓練に初参加

フェンシング見延和靖選手が
年間世界ランキング１位に

千年未来工藝祭

コウノトリのひな誕生

多文化交流フェスティバル

加古里子展・
池上遼一展

見延和靖選手

　

本
市
出
身
の
見
延
和
靖
選
手
が
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
子
エ
ペ
の
グ
ラ

ン
プ
リ
大
会
に
お
い
て
、日
本
人
初

の
2
度
の
優
勝
を
果
た
し
、国
際

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
連
盟
の
年
間
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

日
本
人
で
初
め
て
年
間
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
1
位
に
輝
い
た
同
選
手
の
栄

誉
を
讃
え
、8
月
17
日
に「
越
前
市
市

民
栄
誉
賞
」を
授
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
成
功
裏
に
開
催
さ
れ

た「
福
井
国
体
・
障
ス
ポ
」の
レ
ガ

シ
ー
を
継
承
す
る
た
め
、8
月
17
日

に
見
延
和
靖
選
手
と
佐
藤
希
望
選

手（
本
市
出
身
）を
招
き
、小
中
学
生

を
対
象
に「
は
じ
め

て
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
大
会
に
続
き
、

今
年
夏
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
両

選
手
が
出
場
し
、活

躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
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武
生
公
会
堂
記
念
館
で
は
3
月

か
ら
5
月
に
か
け
て
、本
市
出
身
の

絵
本
作
家
で
、一
昨
年
5
月
に
亡
く

な
ら
れ
た
か
こ
さ
と
し
氏
の
生
涯

を
紹
介
す
る
特
別
展『
加
古
里
子 

―

た
だ
、こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
―
』

を
開
催
し
、ふ
る
さ
と
絵
本
館
や
だ

る
ま
ち
ゃ
ん
広
場
な
ど
で
も
関
連

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、7
月
か
ら
9
月
に
か
け

て
は
、同
じ
く
本
市
出
身
で
市
ふ

る
さ
と
大
使
を
務
め
る
劇
画
家
の

池
上
遼
一
氏
の
企
画
展「
極　

池

上
遼
一
展
」と
同
氏
の
講
演
会
を

全
国
で
初
め
て
開
催
し
、県
外
や

海
外
か
ら
も
多
く
の
方
に
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

文
化
財
で
は
、粟
田
部
町
の
旧
家

に
残
る
絵
画「
絹
本
着
色　

阿
弥
陀

三
尊
来
迎
図
」を
市
指
定
文
化
財
に

指
定
す
る
と
と
も
に
、市
指
定
文
化

財
で
武
生
公
会
堂
記
念
館
に
寄
託

さ
れ
て
い
る
中
山
町
永
泉
寺
の「
地

蔵
十
王
図
」が
県
指
定
文
化
財
に
指

定
さ
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市民税・県民税の申告、確定申告はお早めに

20

市民税・県民税の申告および確定申告の会場・日程（土・日曜日、祝日を除く）

30

20

と　き／2月17日 ～3月16日 　午前9時～正午、午後1時～4時

ところ／JA越前たけふ会館（本多二丁目10-22）

※混雑状況により、早めに受付を終了する場合があります。　　

※収入が給与や年金のみの人は、確定申告も受け付けています。

と　き／2月17日 ～3月16日 　午前9時～午後4時

ところ／武生税務署（中央一丁目6-12）

※開設当初、会場は大変混雑します。また、混雑状況により、早めに受付を終了する場合があります。

※収入が給与や年金のみの人は、市民税・県民税の申告会場も利用できます。

と　き／2月17日 ～3月16日 　午前9時～正午

ところ／あいぱーく今立(粟田部町9-1-9)

※各日30人まで　　　※収入が給与や年金のみの人は、確定申告も受け付けています。

北陸税理士会による無料税務相談

と　き／2月21日 　午前9時～午後4時 ところ／JA越前たけふ会館

受付期間 2月17日（月）～3月16日（月）
2020
木

2020
火

　1/16

 2/4 

対　　象

提出方法

①市内に住んでいる人　②市内に通勤、 通学している人　③市内に事務所、 事業所を有する人

自由な様式に意見などを書き、 住所 ・ 氏名 ・ 年齢 ・ 性別 （任意） を記載のうえ、 郵送またはファ

クス、 電子メールで下記または各担当課まで提出してください。 また、 市役所や公民館、 図書

館などにある 「市民提案箱」 からも提出できます。

目的と背景

南越駅周辺

まちづくり計画（案）

問合先　都市計画課

☎ 22-3012　

ＦＡＸ 22-3067

　　keikaku@city.echizen.lg.jp

　「越前市食と農の創造条例」 に基づき、 農業 ・ 農村の活性化を図るための基

本的な考え方を示した 「越前市食と農の創造ビジョン」 は、 令和元年度末に

計画期間満了を迎えます。

　現在、 私たちの食と農を取り巻く状況は、 食料自給率の横ばい傾向での推移

や食の安全 ・安心の問題、 高齢化や後継者不足による農業者の減少、 農地

の荒廃などによる自然環境への悪影響など、 きわめて厳しい状況にあります。

　このような背景の中、 市では、 食育や地産地消の推進、 環境調和型農業の

推進やコウノトリをシンボルとした農作物のブランド化、 里地里山の保全再生な

どに取り組んできました。

　今後も引き続き、 私たちの食と農の現状を見つめ、 その大切さを理解するとと

もに、 農業 ・ 農村の活性化と自然環境との調和を図るため、 同じく計画期間満

了を迎え、 食と農の創造ビジョンの内容と共通部分が多くある 「コウノトリが舞う

里づくり戦略」 と統合し、 改定します。

　南越駅 （仮称） 周辺は、 武生インターチェンジや国道 8号が近接する広域

交通の結節点であり、 丹南地域の玄関口であることから、 平成 29 年 3 月に改

定した市都市計画マスタープランにおいて、 丹南地域のみならず、 県域を超

える多様な利用者を対象とする広域交流および連携拠点としてふさわしい広域

高次都市機能の誘導を図るとしています。

　そこで、 本県の魅力を高める戦略的な拠点として、 本市を含めた全県的な

課題である若者のＵターンを促進し、 魅力ある就業機会とにぎわいの創出に資

する施設の進出を図るため、 社会経済情勢等を的確に捉えながら、 目指すべ

きまちづくりの方向性を示す 「南越駅周辺まちづくり計画」 を策定します。

越前市食と農の

創造ビジョン【改定】（案）

計画の期間

基本構想　令和 2 ～ 11 年度

基本計画　令和 2 ～ 6 年度

問合先　農政課

☎ 22-3009　

ＦＡＸ 22-5167

　　nousei@city.echizen.lg.jp

31

市役所新庁舎では、市民税・県民税の

申告を受け付けていませんので、注意

してください。
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知ってほしい 市の制度やイベント行事 などの情報を紹介します。

広報の内容について、ご不明な点は

お気軽に問い合わせてください。

募集内容など 申込 ・問合先

18歳以上の市内在住者

で年3回程度の会議に参

加できる人

下水道事業推進対策協議会委員

（下水道事業の整備計画や運営、水洗化普及促進等につい

て調査・協議・提言等を行います。）

応募資格

下水道課

22-7922　Fax25-4666

gesuidou@city.echizen.lg.jp

スポーツ推進委員

（教育委員会やスポーツ団体の実施する事業への協力や実

技指導、普及活動等を行います。）

20歳以上の市内在住者

で地域スポーツ活動に協

力できる健康な人

スポーツ課

22-7463　Fax22-7497

sport@city.echizen.lg.jp

介護相談員

（介護保険事業所を訪問し、利用者の相談に応じ、疑問や不

安の解消とサービスの向上に向けて活動します。）

40歳以上の市内在住者

で介護に関心があるか介

護の経験があり、週1日程

度施設訪問が可能な人

長寿福祉課

22-3715　Fax22-3257

tyoujyu@city.echizen.lg.jp

市民自治推進委員会委員

（自治の推進や市民と行政との協働のあり方などについて審

議します。）

18歳以上の市内在住者

で年2回程度の委員会に

参加できる人

市民協働課

22-3293　Fax22-7497

chiiki@city.echizen.lg.jp

食と農の創造審議会委員

（食と農の創造の推進に必要となる事項について調査・審議し

ます。）

18歳以上の市内在住者

で年1回程度の会議に参

加できる人

農政課

22-3009　Fax22-5167

nousei@city.echizen.lg.jp

市総合計画等達成度評価委員

（市総合計画等に掲げる政策の達成度について、市民の視点

に立って評価を行います。）

20歳以上の市内在住者

で年5回程度の会議に参

加できる人

政策推進課

22-3016　Fax22-3855

kikaku@city.echizen.lg.jp

社会福祉課（障がい福祉）

22-3004　Fax22-3257

fukusi@city.echizen.lg.jp

18歳以上の市内在住者

で年8回程度の会議に参

加できる人

障がい福祉計画策定並びにコミュニケーション条例（仮称）検

討等委員

（計画の策定、条例の検討に向けて調査・審議します。）

区分 申込 ・
問合先

職種

事務職

フル

フル

福祉職

フル
保育職

フル
技能

労務職

フル

教育職

フル

※業務内容・必要な資格など詳しくは、市ホームページを確認してください。

※雇用形態のフルは、勤務時間が一週間に38時間45分であるフルタイムで、パートは、勤務時間が一週間に

38時間45分未満であるパートタイムで働く雇用形態です。

図書館

職

障がい

者枠
フル

15

28

募集人数
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知ってほしい 市の制度やイベント行事 などの情報を紹介します。

広報の内容について、ご不明な点は

お気軽に問い合わせてください。

▲犬 1 頭ごとに登録が

必要です。

▲毎年 1回注射後に

交付申請が必要です。

狂犬病予防注射済
令和元年度

００００
福井県　越前市

1911

55

農林水産省の
ホームページはこちら

98

12

73

3

2

23

16

12

28

65

75

10

11

65



健康に
関する話

このページに関する
お問い合わせ・申し込みは

健康増進課　
☎24-2221まで
FAX 24-5885

h e a l t h  i n f o r m a t i o n

詳しいイベント情報は詳しいイベント情報は をご覧ください。かこさとしふるさと絵本館越前市立図書館 をご覧ください。かこさとしふるさと絵本館越前市立図書館

※市民プラザたけふ…アル・プラザ武生3・4階

こころとからだの健康づくり
　開催場所／市民プラザたけふ（4階）
　◎【要予約】ぞうさん教室（具体的な幼児の関わり方の指導と相談（個別））
 1月17日（金） 午後1時半～4時
　開催場所／AW-Iスポーツアリーナ
　◎チャレンジ教室（生活習慣病予防の運動）
 1月20日（月） 午前9時半～11時
　開催場所／市民プラザたけふ（3階）多目的室1
　◎いきいき運動広場（武生）
 問合先／長寿福祉課 ☎22-3784　参加費／1回100円
 毎週金曜日※祝日は休み 午前9時半～11時半

　開催場所／社会福祉センター（杉尾町）
　◎いきいき運動広場PLUS（今立）
 問合先／長寿福祉課 ☎22-3784　参加費／1回100円
 毎週火曜日※祝日は休み 午前9時半～11時半
　開催場所／シピィ
　◎いきいき運動広場PLUS（シピィ 2階）
 問合先／長寿福祉課 ☎22-3784　参加費／1回100円
 毎週月曜日※祝日は休み 午後1時半～3時

受動喫煙と健康被害受動喫煙と健康被害

禁煙ポスター
コンクール
第25回 禁煙ポスターコンクール
入賞作品の一部を紹介します。

中央図書館
☎22-0354

今立図書館
☎43-0229
月曜日休館

今年の桃の節句は、和紙で作ったすてきなおひなさまを飾りましょう。

と　き／2月2日（日）  午後1時半～3時半
ところ／中央図書館  学習支援室
対　象／高校生以上　参加費／300円
定　員／20人
申込先／中央図書館

和紙で作るおひなさま

かこさとし
ふるさと
絵本館「　」

らく

☎21-2019
火曜日休館

要
申込

小学生が、手作りの紙芝居を口演します。

と　き／１月２４日（金）  午後２時
口演者／武生西小学校５年生

みんな
集まれ～

たくさん、
本を読もう！

わらべうたの披露や歌と一緒に楽しむ
紙芝居の口演などを行います。

と　き／１月２５日（土）  午後２時
演奏者／「ちか☆みか」

「小からすちゃんの紙芝居やさん」

参加
無料

参加
無料

「パピプペポーおんがくかい」

〔優秀作品〕

・「ぱぱくさい」その一言で目が覚めた

・守ろう命　災害から　たばこから

・その1本　あなたの命　おびやかす

・きんえんは だいじなかぞくへ おもいやり

・タバコは死のもと

・そのたばこ びょう気の近道 やめましょう

・あと一本もう一本が命取り

・たばこさん　あなたと一生　さようなら

・お父さん　たばこをやめて　長生きしてね

・タバコすう じゅみょうがちぢむ ダメだよね

・家族にも　害をおよぼす副流煙

・たばこはね じゅみょうがちぢむ もととなる

・すいがらの ぶんだけいのち けずれてく

・こどものちかくですわないで

・お父さん　タバコと私　どっちが大事？

・自分のために子どものために

・そのタバコ　いのちをなくすもととなる

・たばこはね　体にわるい　がんになる

・たばこやめ　大切な人　守ろうね

・やめられない　１本のたばこががんのもと

・おとうさん　たばこすったらぼくもびょうきになっちゃうよ

・すわないで　けしょうするより　ママきれい

・500円　家族のために　貯金箱

禁煙標語コンクール
たばこの害や受動喫煙防止について考えるきっかけとするため、禁煙標

語の募集を行ったところ、303点の応募がありました。11月16日に開催

された「家族まるごと健康フェア」にて優秀作品の選考を行い、23点の作

品が選ばれました。

受動喫煙はさまざまな健康被害を引き起こします。発症するリスクは

肺がん1.28倍、虚血性心疾患1.3倍、脳卒中1.24倍とされています。子ども

の場合、受動喫煙によって、呼吸器疾患や中耳炎、乳幼児突然死症候群を

引き起こすといわれています。また、妊婦の場合、喫煙や受動喫煙によっ

て、赤ちゃんの低出生体重や早産の原因となります。

2月中に発行された、30冊分の貸出レシートをカウンターに提示すると、
中央・今立両図書館周辺施設で使用できるドリンクチケットなどがもらえます。

対象レシート発行期間／ 2月1日（土）～29日（土）
※チケット等の引き換えは、2月15日（土）から開始します。（なくなり次第終了）

としょかん冬の本まつり

◎２月１１日（火・祝）は開館します。１２日（水）は振替休館となります。

標語は
のぼり旗にして
活用します

読んで の
もう！

13越前市広報 12越前市広報
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※定員のあるものは先着順となります。生涯学習センター　  22-3005・FAX 22-9174

申込締切など

講　師

とき・ところ講 座 名 講　師

まつした　　 けいこ

まつした　　 けいこ

東千福町17-17   23-5811  入館無料

午前10時～午後6時　月曜日休館　

(入館は午後5時半まで、最終日は午後4時まで)

ちびっ子ギャラリー in 叔羅

　●と　き／1月16日 ～31日

第5回　アール・ブリュット展ふくい

　●と　き／2月5日 ～11日

自然から生まれた作品たち（押し花・草木染め・ネ

イチャースケッチやフォト作品）

　●と　き／2月8日 ～3月1日

つくろう！遊ぼう！手作り楽器と音楽会

　●と　き／1月25日 午前10時～午後3時

　●ところ／文化センター　ホワイエ

　●内容／自然体験、 クラフト、 音楽会、 親子ヨガなど

木を使った楽しい木工体験 in シピィ

　●と　き／2月1日 ・ 2日 午前11時～午後3時

　●ところ／ショッピングセンターシピィ　2階催事場

　●内容／丸太切り体験、 木っ端で工作など

押し花とスケッチの体験会

　●と　き／2月9日

　 ①午前10時～正午　②午後1時～3時

　●ところ／ふるさとギャラリー叔羅　2階展示室

　●内容／①押し花の作品作り体験

②自然を描くスケッチ体験　※少雨決行

　●定員／各10人程度（要申込）　●参加費／各500円

別印町19-1-1　  42-3800

蓬莱町8-8　  21-3900　月曜日と祝日の翌日休館

午前10時～午後6時(入館は午後5時半まで)

企画展「読み・書き・そろばん　学びの心得」

寺子屋にまつわる資料から、学びのルーツを紹介します。

　●と　き／2月14日 ～4月5日

　●観覧料／無料

かくしょう　　 よしみ

さいとう　　 　まい

かとう

第72回文化センター寄席　上方落語会

  ●と　き／2月11日 　午後2時開演

  ●ところ／文化センター　小ホール

　●出演／桂米輔、桂紅雀、桂鯛蔵、桂二葉

　●入場料／一般1,500円、友の会1,300円、

大学生以下500円

宝くじふるさとワクワク劇場 in 越前

  ●と　き／3月15日 　午後2時開演

  ●ところ／文化センター　大ホール

　●出演／桂米助、オール阪神・巨人ほか

　●入場料（全席指定）／前売り 2,000円

当日 2,500円

　※前売券が完売した場合は、

当日券を販売しません。

　●チケット発売日／1月18日

〒915 高瀬二丁目3-3　  23-5057

あいぱーく講座

温活！ブリース（呼吸）フローエクササイズ

　●と　き／1月21日 午後7時45分～9時

　●講師／健康運動指導士　髙橋　有希子氏

　●定員／50人（要申込）　●参加費／無料

　●持ち物／室内用シューズ、直径20センチのボール（購

入可）、ヨガマット（有料で貸出可）またはバスタオル

アウトドア講座

「カトラリー（アイススプーンやバターナイフ等）づくり」

　●と　き／2月8日 午前10時～正午

　●講師／八ッ杉森林学習センター指導員

　●定員／10人（要申込）　●参加費／100円

脳トレ講座

　●と　き／2月19日 午後1時半～2時半

　●講師／ミュージック・ケアワーカー　小川　史子氏

　●定員／50人（要申込）　●参加費／無料

歴史講演会「越前朝倉氏の興亡に学ぶ」

　●と　き／2月20日 午後1時半～3時

　●講師／元県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館長

青木　豊昭氏

　●定員／50人（要申込）　●参加費／無料

和紙アート作品展

　●と　き／2月8日 ～19日

「和紙の綱引き」モノクロ写真展

　●と　き／2月22日 ～3月4日

地域振興課　粟田部町9-1-9　  43-7811　

午前9時～午後10時

あおき　　　とよあき

たかはし　　　ゆきこ

おがわ　　ふみこ

こ　　　 ぱ

池ノ上町48-6-1　  22-1241

越前打刃物実演見学

  ●と　き／①1月25日 ②2月15日

午後1時～4時

  ●内容／①3種（両刃包丁、片刃包丁、鎌）の鋼付け法                

の実技と火造り

②鎌の火造りと刃付け実演

　●講師／①伝統工芸士　安立勝重氏、岡田政信氏、

北岡英雄氏

②伝統工芸士　岡田政信氏

　●参加費／無料

料理ライブ

  ●と　き／①1月25日 ② 2月8日

　　　　　　　午前10時半～午後1時半

　●内容／①かんたん本格中華　②家庭で作れるプロの味

　●講師／料理研究家　出倉弘子氏

　●定員／各10人（要申込）

　●参加費／各500円（小学生以下無料）

「手研ぎ」教室

包丁を持ち込んでの参加や事前予約も可能です。

所要時間は30分程度です。

  ●と　き／2月15日 　午前10時～午後3時

　●講師／伝統工芸士　戸谷治二氏　●参加費／無料

きたおか　ひでお

あんりゅう　かつしげ おかだ　まさのぶ

でくら　　ひろこ

とたに　　はるじ

湯谷町25-25-2　  28-1123

坂口エコミュージアムウォーク「里山の冬を見つけよう」

　●と　き／2月2日 午後1時半～3時

　●定員／20人　　●参加費／無料

里やまカフェ「愛読書のあれこれ」

環境についての絵本や童話などを持参し、紹介し合います。

　●と　き／2月8日 午後1時半～3時

　●定員／20人　●参加費／無料
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再生品を
提供します

お知らせ

●と　き／2月3日 ～20日

※土・日曜日、祝日は休み

●ところ／利再来館展示場

(第2清掃センター内)

※展示品は、南越清掃組合のホー

ムページに掲載します。

●当選発表／2月25日

※当選者には、電話で連絡します。

●引取期間（配達はできません）／

2月26日 ～29日

●問合先／利再来館

28-1390

メルマガ「EBN（越前ブランドネット

ワーク）」では、国・県等の中小企

業支援情報や各種補助金情報

などを随時メールでお知らせして

います。登録は無料です。中小事

業者は、ぜひ活用してください。

登録方法など詳しくは、越前市

ホームページで「EBN」と検索して

ください。

事業展開に役立つ
メルマガ「ＥＢＮ」

お知らせ

●問合先／産業政策課

22-3047

令和元年12月24日から特定の業

種で働く労働者とその使用者に適

用されます。

国では、消費者がキャッシュレス

決済手段を用いて店舗で支払い

をした場合、消費者にポイントを

還元する事業を令和2年6月30日

まで実施しています。

対象となる事業者が新たにキャッ

シュレス端末等を導入する際に

は、自己負担なしで端末を導入

することができ、決済手数料も通

常より低い率で利用できます。

新規の申し込みは、4月末までで

す。導入する場合は、早めに手続

きしてください。

キャッシュレス・消費者
還元事業の加盟店募集

お知らせ

●問合先／

キャッシュレス・消費者還元事業

ポイント還元窓口

中小・小規模事業者向け

0570-000655

●と　き／2月19日

午後2～4時

●ところ／仁愛大学

●問合先／武生商工会議所

　　　　　　　 中小企業相談所

23-2020

合同業界研究会を
開催します

大学生等を対象に「合同業界研

究会in越前市」を開催します。市

内企業の魅力や強みが分かる貴

重な機会です。ぜひ参加して、自

分の興味がある業界を見つけてく

ださい。

お知らせ

県の特定最低賃金
が改正されました

●紡績業、化学繊維、織物、

染色整理業／時間額830円

●

／時間額874円

●電機機械器具製造業（略称）　

／時間額857円

※18歳未満または65歳以上の

人など、業務等によって適用除

外があります。（適用除外され

る人は、県の最低賃金時間額

829円が適用されます。）

●問合先／

　 福井労働局労働基準部賃金室

　 0776-22-2691

お知らせ

このサイトは、市内のモノづくり企

業で活躍する人にスポットをあ

て、職場・企業の魅力や働く環境

の魅力を紹介するサイトです。「モ

ノづくりのまち」越前市の企業で働

くリアルな姿や魅力を知り、今後

の就職先等を検討するツールとし

て活用してください。

「越前WORK魂」を
ご覧ください

お知らせ

●問合先／産業政策課

22-3047

募集

月に3回程度日曜日に登校し、レ

ポートを提出しながら高校卒業の

資格取得を目指します。

道守高校通信制
生徒募集

●個別相談会／

　 2月9日 ・23日

　 3月8日  

●出願期間／

3月13日 ・16日 ・

17日 ・19日 ・23日 　

午前9時～午後4時

※23日は午前9時～正午

※郵送による出願もできます。

●問合先／

　 県立道守高校通信制入学係

0776-36-1184

　 （〒918-8575 福井市若杉町

　　35-21）

●と　き／3月2日 まで

　　午前9時半～午後5時（入館は

　　午後4時半まで）、火曜日休館

●入館料／

　 一般200円、高校生以下無料、

　 団体150円（15人以上）

※紙の文化博物館との共通料金

　 です。

卯立の工芸館
越前和紙と木版画展

越前和紙の各工房の紙を見比べ

ることができる版画展です。木版

画をしている人など、紙の特徴・

風合いと発色の関係に興味のあ

る人は必見です。

木版画ワークショップ

越前和紙に版画を刷ります。

彫刻刀を使わない版画も用

意しています。道具の準備は

不要です。

●と　き／1月25日

午後1時～4時

●ところ／卯立の工芸館

●定員／　15人（要申込）

●参加費／大人2,000円、

　 子ども（高校生まで）500円

※入館料は別途必要です。

●問合先／卯立の工芸館

43-7800

しらやまいこい館（コウノトリPR館）

の改修のため、1階の一部が、下

記の期間使用できません。

しらやまいこい館を
改修します

お知らせ

●期間／

　 1月下旬から4月下旬まで

●問合先／

　 農政課　 22-3009

　 農林整備課　 22-3008

　 しらやまいこい館　 29-2811

   （都辺町36-84）

今寿苑の浴場は、３月6日以降の

利用を停止します。浴場以外は、

引き続き利用できます。

今寿苑の利用機能を
一部停止します

お知らせ

●問合先／長寿福祉課

22-3784

●と　き／2月2日  

　 　　　　 午前10時～午後1時

●ところ／みどりと自然の村　

　　　　　　 太陽広場

※天候により、内容が変更になる場

　 合があります。

●問合先／しらやま振興会

　　　　　　  （白山公民館内）

28-1045

しらやま冬ものがたり
＆雪だるまコンテスト

雪だるまづくりや餅つきなど、日本

の冬を楽しみませんか。

催し

●と　き／

　 2月8日  午後1時～4時

　 2月9日 午前9時～午後4時

※両日とも午後2時から楽しい催し

があります。

●ところ／文化センター 小ホール

●対象／未就学児とその家族

●問合先／吉野幼稚園

22-5541

「小さなアーティスト展
子育てわくわく広場」

公立幼稚園の園児による作品展

「小さなアーティスト展　子育てわ

くわく広場」で楽しい遊びや工作、

おしゃべりを楽しみませんか。

催し

催し

催し 「もやいの郷・農楽園」
冬の食体験

かきもち作り体験

●と　き／1月26日

午後1時～3時

●参加費／一組1,200円

（かきもち24枚分）

●定員／先着15人（要申込）

●持ち物／エプロン、三角巾

マイ味噌作り体験

●と　き／2月2日

　 ①午前10時　②午前11時　

　 ③午後1時　 ④午後2時

●参加費／4,200円

（味噌約8kg分）

●定員／各回先着4人（要申込）

●持ち物／味噌を入れる容器、

エプロン・三角巾

ほんこさま料理を楽しむ会

●と　き／2月9日

午前9時～午後1時半

●参加費／一人2,500円

（昼食代込）

●定員／先着15人（要申込）

●持ち物／エプロン、三角巾

●問合先／もやいの郷・農楽園

42-3838

●対象／市内在住で20歳以上の人

●募集人数／3人

●任期／令和2年4月1日から1年間

●謝金／3,000円（年額）

●申込締切／1月31日

●問合先／市消費者センター

22-3773

県消費生活モニター
を募集します

消費生活に関する意見などの収

集やアンケートへの回答、行政に

ついての意見・要望、研修会への

参加を行います。

募集

●と　き／2月15日

　 　　　　 ①午前9時半～正午

　 　　　　 ②午後0時半～3時

●ところ／あいぱーく今立

●定員／各回先着4人（要申込）

●申込締切／2月13日

●問合先／

　　シティセールス推進室

22-7434

　 慶應義塾大学大学院メディア　

　 デザイン研究所　 43-5979

カーシェア活用セミナー・
クルマ撮影会

空いている車をカーシェアで有効

に活用しませんか。セミナーとカー

シェア登録に必要な車の撮影会

を開催します。

右記QRコードから
申し込んでください。

お知らせ

●問合先／産業政策課

22-3047

伝統的工芸品産業
功労者に表彰されました

加藤弘氏と柳瀬藤志子氏の2人

の伝統工芸士が、伝統的工芸品

産業の振興に関し、顕著な功績

があると認められ、近畿経済産業

局長から表彰されました。

加藤氏は、日本で唯一鋸鎌の製

造技術を継承し、後進の育成とと

もに、鍛造実演に積極的に取り組

まれるなど、越前市打刃物産地

の振興に貢献されました。

柳瀬氏は、工芸和紙の製造に優

れ、「越前生漉鳥の子紙保存会」

で活動するとともに、襖紙などの

大判手漉き和紙の製作体験事業

にも積極的に取り組まれるなど、

越前和紙産地の振興に貢献され

ました。

お知らせ

かとう ひろし　　  やなせ ふじこ

きずき

のこぎりがま





新庁舎１階に、外国人市民の生活に関する相談に多言語で対応する一元的相談窓口を開設しました。

相談対応日時

　月～金曜日　午前8時半～午後5時15分　※祝日・年末年始は除く

対応言語

　①外国人相談員（通訳）による対応／ポルトガル語、中国語、ベトナム語

ベトナム語対応ができる日時は、月・木曜日の午前9時～午後4時45分です。

月・木曜日が祝日の場合は、翌日に対応します。

　②テレビ電話通訳・電話通訳による対応／英語 ・中国語 ・韓国語 ・ ポルトガル語 ・

スペイン語 ・ ベトナム語 ・ ネパール語 ・ フィリピン語（タガログ語）・インドネシア語・

　 ヒンディー語・タイ語・フランス語・ロシア語

　③その他の言語についても、多言語翻訳機による音声翻訳・テキスト翻訳により対応できる場合があります。

行政書士による相談

　①外国人材の受け入れや外国人の雇用・留学・家族滞在・結婚等の在留資格に関する相談

　②医療・福祉・出産・子育て・子どもの教育等、日本での生活に関する相談

　相談日時／毎週木曜日　午前8時半～午後5時15分まで（祝日の場合は、翌日に対応）　※相談は無料です。

　問合先／多文化共生総合相談ワンストップセンター　相談専門ダイヤル　☎22-3396

「多文化共生総合相談ワンストップセンター」を開設しました

謹賀新年

11
1

6

11

29
30

▲新庁舎竣工式

越前市多文化共生推進の

ためのシンボルマーク


